




Grammatical Phenomena of Sino-Tibetan Languages 1: The













の人口は 23,413 人（2010 年の人口統計）であるが，流暢な話者人口の詳細は不明
である 1。本稿では悠楽方言のデータを用いる 2。以下，本稿では「チノ語」と略する。




 1 Bradley（2007）および Endangered	Language	Project では悠楽方言の話者は 10,450 人未満，補遠方言の話者は 1,000
人未満であると推定している。悠楽方言について Endangered	Language	Project は 2014 年 12 月の時点で Severely	
endangered（深刻な危機に瀕した状態）の評価を与えている。
 2 本稿では主として 2005 年から 2014 年までに現地調査により得られた悠楽方言巴卡方言のデータを用いる。例示
するデータは自然発話のものを中心とするが，記述の網羅性のために作例データもあわせて使用する。自然発話










Slot についても概説する。第 3 節と第 4 節では名詞句構造の外的関係を表す表現









は名詞・動詞・形容詞がある 5。これらは (a) 語根に対して否定辞が前接しうるか，
(b) 生産的な重複法が見られるか，の 2 点により峻別されうる。表 1 を見られたい。
N V Adj
(a) 語根への否定辞の前接 － ＋ ＋
(b) 生産的な重複法 － － ＋
表 1　チノ語の主要な内容語の品詞認定基準





 3 名詞句構造の類型論的な概説のうち，近年のものとして Dryer（2007）や Dixon（2010）が挙げられる。また所
有表現の研究としては Aikhenvald	and	Dixon	(eds.)	(2013) が，アジア諸言語の名詞化研究としては Yap	(et	al.	eds.)	
(2011) がある。東南アジア諸語の名詞句構造の問題を取り扱ったものに三上（編）（2006）がある。
 4 基本的な分析は林（2009）のそれを保持しているが，i) 後置詞を 2 群に分類し（本稿 2.2.5 節参照），ii) 後置詞
=ɛ44 を「名詞句拡張子」であるとする分析（本稿 3.3 節参照）は林（2009）から修正を施した主な部分である。
また (ii) については Hayashi（2010）からも修正している点に注意されたい。








(1) a. ［a- 接頭辞の付加されたもの］





「 鳥 」，pu55xɔ44「 蟻 」，to55m̥i55「 し っ ぽ 」，vu55khɛ55「 頭 」，
khju55pɛ55「喉」など。













































2.1 節で設定した名詞を包摂する名詞句構造を模式化すると，図 2 の通りになる。
Slot	1 Slot	2 Slot	3 Slot	4 Slot	5
指示詞 名詞（- 接尾辞） 形容詞




意味的には Slot	1 と Slot	3，Slot	4 は Slot	2 を修飾する関係にあると言えよう。
しかし，統語的には Slot	1,	2,	3,	4 はそれぞれ並列関係にある 8。すなわち，Slot	1,	2,	
3, 4 のすべてが共起しうる場合もあれば，いずれか 1 つの Slot のみの生起も許さ
れる。そして Slot	1 ～ 4 の生起に対して Slot	5 の後置詞が後接しうる。なお，以
下の説明で Slot	2 に入る名詞を「主名詞」と呼ぶことがある。(2) に 1 例を示す。
(2) khɤ44	 kɔ55tø44		 a33nɤ̥55	 thi55-khrœ42
	 あれ  服     赤い   1-CLF
 あの一枚の赤い服







近称 遠称 1 系 遠称 2 系
直格形 çi44 khɤ44 lø55




一方，遠称の形式は 1 系・2 系ともに発話者と受話者の双方から距離的に（ある
 7 この名詞句構造のモデルについては蓋（1986）も蒋（2010）も示していない。












	 これ  何 -Q
 これは何ですか。(EL)
(4) khɤ42	 	 m33-a55	 	 ŋɯ33-xɔ42,		 çi35		 tho55-nu55+lɔ55=ɛ44
	 3SG.NOM 要る -PART COP-COND  ここ  PROH- 戻る + 来る =POSS
 ŋɔ42	 	 khɤ33-lo339	 m̥33-mɛ35.
	 1SG.NOM あれ - ように  言う -PAST
  もし彼が（今の女友達を嫁として）要るというなら，ここ［家］に戻っ
てくるなと言ったんだ。(NU)
(5) khɤ44		 a33o55+pɔ44=lœ44		 tʃa35-tɔ44-a44.
	 あれ   下 + ほう = も      ある -EXP-PART
 （貨幣の単位は）その［一銭より］下にもある (NU)
(6) ŋɔ42	 	 khɤ35		 m33-me42.
	 1SG.NOM あれ .OBL 要る -FUT
 私はあれがほしい。(EL)
(7) lø55=lœ44		 sɯ55-a55,	 tʃaŋ55jin33=lœ44.
	 あれ = も   知る -PART 張雲 (PSN) も
 あれ［= 張雲］も（薬草のことを）知っているよ，張雲も。(NU)
(8) khø33mɛ44,	 lø35		 	  tshao33jɔ33	 tshɤ33-n5̥5=a55	 pha55+jɔ35-mɛ55.
	 そして    あれ .OBL  草薬    10-CLF=LOC    貼る + よい -PAST
 そしてあそこの草薬［草を原料とした薬］を 10 日貼れば，良くなった。
 (NU)
 9 接尾辞 -lo が後接する際，khɤ44 も 33 調に変調することが少なくない。
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(9) -m̥a	( 複数 ),	-pu	( 程度 ),	-lo	(「～のように」),	-tʃhə	(「～ごと」)
ここで注意が必要なのは，-m̥a とそれ以外では振る舞いが異なる点である。
-m̥a は図 2 のスキームの中に置かれ，数量詞句や後置詞を生起させうる。一方で，
-pu や -lo などは名詞句に接辞化されると，全体では副詞化されると考えられる。
そのため，その後ろに数量詞句などを後置できない。以下で各接尾辞が用いられ
た例を挙げておく。
(10) a.	lɔ33si55-m̥a55	 	 b.	pa55kha42-m ̥a55
  先生 -PL      パカー (PLN)-PL




(12) ŋɔ42	 	 ji55ʃi55	 a55tʃen44-pu55	 pə55+pə44-nœ44.
 1SG.NOM 昔    アチェン - ほど  太い + 太い .RDP-SFP
 私は昔アチェンくらい太っていた。(NU)
(13) çi44-lo44
 これ - のように
 このように
(14) lɔ̥55-tʃhə35=ɛ5510		 koŋ55tsi55	 	 tʃa35=ɛ55-nœ44.
 月 - ごと =POSS    給料     ある =POSS-SFP
 （彼らは）月ごとに給料はあるけどね。（林 2009: 47）(NU)
-m̥a の振る舞いの特異性として，これを含む名詞句全体が目的語になるなど，
斜格の支配を受けた時，42 調に変調することが挙げられる。
10 本例における =ɛ55 は副詞化の機能を持っていると考えられる（Hayashi	2010）。
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(15) nə33=la55		 	 	 ma33mɔ55-m̥a42 kjao44=la55	 	 thi55





さらに注意すべきは，-m̥a は形容詞引用形や後置詞 =ɛ44 にも接辞化されうる。
このことから，-m̥a が Slot	2 に配置される接尾辞ではない可能性もある。今後詳
細な分析を必要とする 11。
(16) khɤ35	 	 a33xɤ55-m̥a55=ɛ55	 	 tu33+lɔ33-mɤ44.
 その   遠い -PL=POSS     読む + 来る -PAST
 それらの遠い（ところの学生）たちは勉強にしにきた。(NU)
(17) çi44=ɛ44-m̥a55=ɤ44	 si35fan35=a44	 tu33-mɛ44.





チノ語の形容詞の引用形は［接頭辞 - 語根］の形式をとる。接頭辞は a-,	la-,	jɔ-
のいずれかで，いずれも名詞化の機能を併せ持つ。語根は動詞的性格を有してい
る。つまり，形容詞の引用形は形態統語的には出動名詞的な振る舞いを見せる。




名詞修飾を行う際，名詞に対して後置される。図 2 においては名詞句構造の Slot	
3 に配置される。
(18) a. kɔ55tø44		 a33nɤ̥55	 	 b.	kɔ55tø44		 a33nɤ̥55nɤ̥55
	 	 服     赤い     服     赤い.RDP
  赤い服 (EL)      真っ赤な服 (EL)





(19) khɤ44	 	 kɔ55tø44		 la55xɤ44		 a33n̥ɤ55	 	 thi55-khrœ42
 あれ   服     大きい   赤い    1-CLF
 あの 1 枚の大きくて赤い服 (EL)
形容詞の否定形は 2 種類の語順を許す。1 つは引用形と同様，名詞の直後に置
かれるパターンである。もう 1 つは名詞の直前に置かれるパターンである。




	 服     NEG- 赤い -REL
 赤くない服 (EL)
(21) ma33-m̥jo55-mɤ55		 a33tsɯ55




(22) a33nɤ̥55-mɤ55	 	 kɔ55tø44












チノ語の数詞は十進法に従う。以下，例を示す。1 ～ 9 までは 55 調で，10 は
42 調で読まれる。一般的に 11 ～ 999 までの 2 音節数詞は /33-55/ で，3 音節数詞
は /33-55-44/ で読まれる。4 音節以上は初頭 2 音節を単位とし，/33-55, 33-55/（4











類別詞 類別対象 類別詞 類別対象
-lœ 多くの名詞 -su 瓶
-ɛ ～軒（建物や家） -ko 漢語由来の一般名詞［< Ch. 个］
-kɤ 部屋 -tʃaŋ 車［< Ch. 张］
-khrœ 衣服・道具 -pen 本［< Ch. 本］
-li/	-lai 人間 -pa 道具［< Ch. 把］
-ço 人間 -pao 袋，パック［< Ch. 包］
-mə 動物 -xɔ （薬や砂糖などの小型の）箱［< Ch. 盒］
表 4　プロパー類別詞の例［Ch. は漢語由来を指す］
























-phi ひも（<	a55phi44「ひも」） -tsɯ 粒（<	a33tsɯ55「種」）




-phrø 板（<	a44phrø44「板」） -kaŋ	[Ch.] かめ［<	Ch.	口缸］








































(24) ŋɔ55-lai35,	 khjo55-lai35,	 ʃi55-lai35 lɔ33=ɛ55-m55.
 5-CLF   6-CLF    7-CLF   来る =POSS-PAST
  （この前ここチノ郷にもアメリカ人が）5 人，6 人，7 人と（ぞろぞろと）
来たよ。(NU)
(25) ŋa33sɯ55	 thi55-sɯ55
 バナナ   1-CLF
 一本のバナナ（林 2009: 53）(EL)
回数詞が用いられた例も挙げておく。
(26) thi55-l̥ɔ44	 nu35+lɯ33-jɔ33-je42.
 1-CLF   戻る + 来る -OBLIG-HS
 （彼は軍隊に入ったけれど）ひと月で戻ってくるらしいよ。(NU)
Slot	1 と Slot	4 のみが共起し，名詞句構造をなす例も多い。
(27) çi44		 thi55-khø55		 ʨɛ42-pja33+ja42.





(28) sø33-ki55-tsɛ35	 	 tsɛ33-ɔ55-nœ44.
 3-CLF- くらい   余る -PART-SFP
 3 斤くらい余った。（林 2009: 55）
(29) ȵi33çɔ55-tsɛ44
 200- くらい







表 7 に整理するように，チノ語の後置詞は大きく「第 1 群」と「第 2 群」の 2
グループに分類できる。第 1 群は名詞句の直後に置かれ，名詞句の格標示を主に
担う。ただし，=ɛ44 は他と振る舞いが異なるので，注意が必要である（これに
ついては第 3 節で述べる）。他方，第 2 群は第 1 群よりもさらに後ろに置かれ，

























(30) a. a33ŋu55	 	 nə35=va55		 kjɔ55-kɔ44-mɤ35.
	 	 1PL.NOM  2SG.OBL=ACC 思う -PROG-PAST
  私たちはあなたのことを思っていたよ。(EL)
 b. a55khrɔ55=a55		 u35+ja55-xɔ42,		 lə33		 jin33tʃhə44-a44.
	 	 穴 =LOC     入る + 行く -COND  いつも 車酔いする -PART
   トンネル（= 穴）に入って行ったら，（私は）いつも車に酔ってしまう。
(NU)





14 蒋（2010: 241）では「話題標識」として kɤ33 を挙げ，これが ɤ33 とも発音される，と述べている。筆者の調査
した下位方言データでは kɤ33 の形式は見つかっていない。また盖（1986: 71–72）では主語と述語をつなぐ機能
をもつ「关联助词」として ɤ33 と lœ33（本稿の =lœ44 に相当）を同等に取り扱っている。 
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 c. çi55u44=ɤ44	 tjen35xua35	 khɔ33su55=a44	pɯ33tshə55-nœ44,	çi44-ku44
	 	 今 =EMPH    電話    誰 =DAT    話す -SFP     これ -CLF
  a33ȵi55.
	 	 小さい
   今は電話で誰と話して（いて）も，こんなに（携帯電話ほど）小さい。
(NU)
(31) a. si55mao44=jə55	 a33tha55+pɔ44	 	 mɔ33-mjə55-tɔ55.
	 	 思茅 =ABL     上 + 方      NEG- 見える -EXP
   思茅から北には行ったことがない。［=lit.	思茅から上は見たことがない］
(NU)
 b. ŋɔ33=jə44		 ȵɯ33zɔ55	 ŋɯ33=ɛ44.
	 	 1SG.OBL=ABL 年下    COP=POSS
  （あなたのお母さんは）私より年下だろう。(NU)
 c. ji55m̥jɔ55	 ren33sen55=jə44	 san55ʨhi33		 ja35		 	 lə44
  去年    （高麗）人参 =COM  三七     鶏 .OBL  ずっと
	 	 tun35+tsɔ33-mɛ35.
  煮る + 食べる -PAST
  去年（高麗）人参と三七を鶏と一緒ににて食べた。(NU)
(32) khɤ42	 	 mjə55khɔ55=la44  phiŋ33kɔ55		 tshœ33-mɤ55.
 3SG.NOM ナイフ =INST     リンゴ    刺す -PAST
 彼 / 彼女はナイフでリンゴを刺した。(EL)
(33) khɤ33=la55	 ta35ʃuo33=jo44  thi33tʃhɔ35	mɔ33-ŋɯ44-mɤ44	 ŋɯ33=ɛ44





(34) khɤ42=the44  je35+ja55	 	 ŋɯ33-nœ44.




(35) çi35		 jɔ33lɔ33ʃan55=ɤ55	 mɔ33-tʃə55-a44.
 ここ  悠楽山 =EMPH    NEG- いる -PART
 ここ悠楽山には（大学院生は）いない。(NU)
(36) a33tsɯ55,	 ʃɔ55tʃha55la55=la55		 mɔ55-tʃa35-po42,	 khun55miŋ33=a44?
 木     草むら = すなわち    NEG- ある -RCF   昆明 =LOC
 木とか草むらというのは，つまりないわけでしょ，昆明には？ (NU)
(37) ŋɔ33=lœ44		 ŋɔ33tshɤ55ʃi44.
 1SG.OBL= も  57
 私も 57（歳）だ。(NU)
第 2 群後置詞が第 1 群後置詞に対して後置される例も散見される。以下に例示
する。
(38) a55tɤ44+n5̥5=a44=lœ44	 	 tʃə55-phu55-a55.
 アタ +2=LOC- も       より - 高い -PART










なお，=ɛ44 は声調を交替させ，名詞句構造においては =ɛ55 となることが多い。
(39) a. a55xua33-m̥a55=ɛ55		 tso33=a44	 	 mɔ44-je44-tɔ44-a44.
  アホア -PL=POSS    家 =LOC   NEG- 行く -EXP-SFP
  アホアたちの家には行ったことがない。(NU)
15 蒋（2010:	53,	57）では所有関係を標示するのに ja54 を用いるとしている。この形式は筆者の調査した下位方言
データでは見つかっていない。盖（1986:	70）では所有関係を表す助詞として	ɛ55 を挙げている。
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 b. tao35pan44		 a33tha55+pɔ44	 	 ʃi33kuan44	 	 ji55prɛ55-m̥a55=ɛ55






(40) a.	jo33m̥a55=ɛ55	 	 tʃa35?	
  3PL=POSS     ある
  彼らの（洗濯する場所）はあるの？ (NU)
 b. ʃɔ33tʃha55=ɛ55		 ʃɔ55-nœ44.
  草むら =POSS   探す -SFP
  （薬草は）草むらの（もの）を探す。(NU)
=ɛ44 が生起すると同時に，所有側名詞句の最終音節が 35 調に変調すること
がある。この変調も所有を標示していると考えられる。
(41) ji55n4̥4=ɤ44	 	 lɔ55mɯ35=ɛ55		 a55n̥44	 ŋɯ33-nœ44.








(42) ŋɔ35	 	 çi44		 ki55no̥55+kɔ55tø44	 a33ʃi55	 ȵi55-khrœ42	 tɕiŋ33xoŋ35
 1SG.POSS これ  チノ + 服      新しい  2-CLF    景洪 (PLN)
	 ju33-mɤ35.
 買う -PAST
 私のこの新しいチノ族の 2 枚の衣装は景洪で買いました。(EL)
16 日本語の「の」や漢語普通話の「的 de」にも類似の現象が存在する。例）「これは僕のだ」「这是我的。[ これ 
COP	1SG	de]」
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(43) ȵi55vɛ55		 tso33m̥i33=a44=lœ44		 khao42+khao42		 khœ33-nœ44,







(44) ŋɔ35	 	 a33pu55 ～ ŋɔ33pu55
 1SG.OBL 父
 私の父（林 2009: 138）
(45) nə35	 	 a55mɔ44 ～ nə33mɔ55
 2SG.OBL 母






 4-CLF   4-CLF=POSS    探す + 持ち上げる -BEN
 それぞれの家族は 4 本ずつ（飲み物を）持たせた。（Hayashi	2010:	158）(NU)
(47) ʃi33ji33tjen33=a55	 lə55-ji55=ɛ55-la42,	 mi33khju55=ɛ55?
 11 時 =LOC     ずっと - 寝る =POSS-Q 夜 =POSS
 （あなたは）いつも 11 時に寝るのかな，夜は？ （Hayashi	2010:	157）(NU)









た (46) と (47) の =ɛ44 に先行する要素はいずれもそれ自体で名詞句の統語的特
性を有している。=ɛ44 が後接した後も名詞句性をそのまま維持していると考え




(48) çi44=ɛ44-m̥a55=ɤ44	 si35fan35=a44	 tu33-mɛ44.
 これ =POSS-PL=EMPH  師範学校 =LOC  読む -SFP
 ここの（人）らは師範学校で（教師になるための）勉強をする。（=17）(NU)
(48) では =ɛ44 が指示詞 çi44「これ」に後接している。そして，その直後に接
尾辞の -m̥aが後続している。2.2節の図 2 のモデルで言えば，=ɛ44は Slot	5に，-m̥a
は Slot	2に配置される。ここで (48)に見える名詞句 çi44=ɛ44-m̥a55=ɤ44を単線的
構造としてとらえてしまうと，矛盾を来す。もちろん，この解釈の矛盾を解消す
るにはいくつかの方法があろう 17。しかし，本稿では「=ɛ44 が名詞句拡張子であ
る」とする考え方が現時点で最適解であると見なす。=ɛ44 は çi44 の名詞性を保
持したまま，新たな名詞句 çi44=ɛ44 を構成する。その新たな名詞句を「主名詞」












17 他の解決法としては i)	「=ɛ44 が Slot	5 に入らない」，ii)	「-m̥a が Slot	2 に入らない」などがあろう。しかし，この
いずれも機能辞の全体的体系を再編する問題につながり，本稿でとる手法より不利であると見なされる。







「連体節 - 主名詞」となる。連体節の標識としては節末に -mɤが一般に用いられる。
形式的に -mɤ は -mɛ と自由に交替する。以下の例では連体節を [ ] で，主名詞を
太字で示す。
(49) a. [tʃə33+lɯ44-mɤ44]	 a55n̥44	 mɔ55-sɯ55jɔ44-nœ44.
  生まれる + 来る -REL  日    NEG- 知る -SFP
  （私は自分の）生まれた日を知らない。(NU)
 b. [nə42	 	 	 a33pjo55		 kjao44-mɤ44]		 ʃue33sɤŋ55-m̥a55
  2SG.NOM  本     教える -REL   学生 -PL
 	 ʃue33ʃao42	 ça55=ɛ55-la42?
  学校    住む =POSS-Q
  あなたが教えている学生たちは学校に住んでいるの？ (NU)
ただし，実際には大意を変えずに，連体節を主名詞に後置させることも可能で
ある。
(50) a. [ŋɔ42	 	 	 tɕi35-mɤ55]	 a33pjo55   a33tɕi55.
  1SG.NOM  送る -REL   手紙     少ない
 b. a33pjo55  [ŋɔ42	 	 	 	 tɕi35-mɤ55]	 a33tɕi55.












(51) a. piŋ35thui35-mɤ55	 tʃa35-jɔ42?
  病気退職する -NML ある -Q
  （退職というのは）病気退職するのもあるのか？ (NU)
 b. a55pru44		 [mɔ55-xɔ55-khju35-mɤ55],	
  知恵おくれ NEG- しゃべる -AUX-NML
 	 [mɔ55-lao33toŋ55+le44-khju35-mɤ55]=a44	 	 pi44-nœ44.	
  NEG- 働く + 行く -AUX-NML=DAT        与える -SFP
   知恵おくれでしゃべれない者や働きに行けない者に（国が補助金を）
与える。(NU)

































定すれば，「修飾句 - 被修飾句」の順序は一般的な APV 言語の含意的普遍性の傾































(52) a.  名詞句は［指示詞］［名詞 -（接尾辞）］［形容詞］［数詞 - 類別詞（- 接
尾辞）］［= 後置詞］の構造をとる。後置詞よりも前の構造はいずれか
1 つの要素が生起していればよい。すべてが共起する必要はない。
 b.  形容詞引用形は統語的には名詞と同様に振る舞う。主名詞に後置され
る形容詞引用形は，主名詞と統語的には同格的な関係を結ぶと考えら
れる。






=ɛ44 の他の機能 27 といかなる関係があるのかなど，チノ語の名詞句の周辺に伏
在する課題はいまだ無尽のようである 28。
略号
A: 他動詞主語 , ABL: 奪格 , ACC: 対格 ,	Adj:	形容詞 , AUX: 助動詞 , BEN: 受益 , 
Ch.: 漢語由来 , CLF: 類別詞 , COM: 共同格 , COND: 条件節標識 , COP: コピュラ , 
DAT: 与格 , EL: 作例 , EMPH: 強調 , EXP: 経験 , FUT: 未来 , HS: 伝聞 , INST: 具格 , 
lit:	直訳 , LOC: 位格 , N: 名詞 , NEG: 否定辞 , NML: 名詞化 , NOM: 主格 , NU: 自然
発話のデータ , OBL: 斜格 , OBLIG: 義務 , P: 他動詞目的語 , PART: 助詞 , PAST: 過
去 , PL: 複数 , PLN: 地名 , POSS: 所有（格 ), PROH: 禁止 , PSN: 人名 , Q: 疑問 , 
RCF: 確認 , RDP: 重複 , REL: 関係節標識 , S: 自動詞主語 , SFP: 文終止助詞 , SG: 
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